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1. 背景･目的 

近年,構造物の維持管理の重要性が高まってい

る.リベット接合は昭和 30 年ごろまで主要な接合

方法であった.現在リベット接合を用いた橋梁の

機能低下が懸念されている.リベット接合を用い

た橋の維持管理を適切に行う際には,リベット接

合の特性についての研究を行う必要がある.リベ

ットとは,片側が円盤状になっており,反対側の部

分を熱で柔らかくした後,専用のハンマーで端部

を叩いて締固め,塑性変形させて使用する鋼材で

ある.リベット接合とは,穴をあけた鋼材同士を重

ねてリベットを差し込み,反対側を締固めること

で鋼材同士を固定する接合のことである.リベッ

ト接合はボルト接合より耐久性が高いと考えられ

ている.本研究は,この理由について科学的に証明

することを目的としている. 

 2. 研究方法 

 リベット締結した要素部材について引張試験と

FEM解析を行い,結果を比較する.解析は有限要素

法解析コード FINAL を使用する.図 1 は引張試験

の試験体概要である.図2は解析モデルのリベット

部分を拡大したものである.引張荷重を与えた場

合にリベットと母材が剥離すると考えられる部分

は剛性の低い要素を設定し,リベットと母材が剥

離しない考えられる部分は剛性の高い要素を設定

した.ボルト接合では母材とボルトの間に隙間が

生じることから孔空き板をボルト接合と想定する.

詳しい材料条件は表 1 と表 2 のようになっている.

また接合部材についても FEM 解析を行う.鋼材を

2 枚重ねリベットで接合する.上側の鋼材のみに引

張荷重を与え,リベットにせん断力を作用させる

(図3参照).リベットにせん断力を与えることでど

のような応力分布になるのか,また変形状況につ

いても考える. 

 

 

図 1 引張試験の試験体概要 

 

 

図 2 解析モデル(リベット部分拡大図) 

 

表 1 母材とリベット部分の材料条件 

 

表 2 界面要素の材料条件(リベット板) 
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図 3 載荷方法 

 

図 4 試験結果と解析結果の比較(リベット板) 

 

 

 

図 5 試験結果と解析結果の比較(孔空き板) 

 

 

図 6 リベット板 降伏発生箇所 

 

 

図 7 接合部材 変形図 

 

 

図 8 接合部材 降伏発生箇所 

3.結果 

 リベット板と孔開き板の試験結果と解析結果を

比較すると図 4,図 5 のようになった.リベット板.,

孔空き板ともに変位には大きな差が見られるが耐

荷力については近い値が得られた.試験結果では

載荷初期段階においてスリップが見られる.この

ことが変位の差の原因だと考えられる.リベット

板は引張試験の結果 3 体平均で降伏荷重 257.7kN,

解析結果は降伏荷重 253kN となり図 6 の部分に降

伏(引張)が発生した.孔空き板は引張試験の結果 3

体平均で降伏荷重 236.9kN,解析結果は降伏荷重

235kN となり,リベット板と同様の部分に降伏が

発生した. 

 接合部材について解析を行った結果,図7のよう

に変形した.載荷点に最も近いリベットと母材の

間に剥離が見られた.降伏箇所は要素部材とは異

なり,載荷点から最も近いリベットから広がって

いくように降伏した(図 8 参照). 

4.まとめ 

リベット接合とボルト接合の耐荷力を比較する

と，引張試験ではリベット接合が 20.8kN 高く,解

析結果でもリベット接合が 18kN 高くなった. 

要素部材と接合部材では降伏の仕方に違いが見

られた. 
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